
日本語教育実践研究 創刊号

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の た め の 発 音 指 導

一韓 国 語 母 語 話 者 を対 象 と して 一

金海 美 ・六 笠恵 美 子

【キー ワー ド】 実践研 究 ・韓 国 語母 語 話者 ・誤 用 分析 ・自己モ ニ ター

1.は じめに

本 稿 は 、早稲 田大 学大 学 院 日本 語 教育 研 究 科2004年 度 春 学期 のr音 声教 育 実践研 究」

(以 下、 実 践研 究(8))に つい て の 報 告 で あ る。 音 声 教 育 とい うと、一 般 的 にr正 し

い発 音 」を教 える こ と と考 え られ やす いが 、言語 は コ ミュニ ケー シ ョンの 手 段 な ので 、

あ る程 度 場 面や 文脈 が 分か りに くい発 音 を カバ ー す るな ら、少 し ぐ らい 学 習 者 特 有 の

な ま りが あっ て も話 が 通 じるだ ろ う。 それ か ら、 聞 き 手 と して の学 習 者 は、 実 際 の 言

語使 用場 面で の 日本 語 を 聞か な けれ ば な らな い こ とに な るが 、言 語 学的 知 識 をそ れ ほ

ど もたな い 日本 語母 語 話者 の 日本語 が 聞 け る よ うに な る とい う保 証 は ない。私 た ちは 、

「そ うす るな ら、 どこ まで学習 者 の発 音 を指摘 し直す べ きな のか 」「教 師 は 自分 の発 音

を ど うい うふ うに コ ン トロール す べ き な の か」 とい う二 っ の疑 問 を持 ち 、で き るだ け

両方 バ ラ ンスを 取れ た 実践 にな る よ う行 っ た結 果 を 、以 下 の よ うに報 告す る。

2.「 発 音A● 」 の 目標

日本 語研 究 教育 セ ンター 別科 日本語 専修 過 程(以 下 、別 科)の 発 音 指 導科 目 「発 音A・

B・C」 は、 共通 した到 達 目標 と して 担 当教 員 に よ り以 下 の3点 が設 定 され て い る。

① 日本 語 の音 韻 構 造 につ いての 知識=日 本語 の 発 音 につ い て理 解 を深 め る こ と。

② 自己モ ニ ター 能 力 の育成;自 己 の発 音 の問題 に気 づ かせ 、意 識 化す る こ と。

③ 日本語 に よ る音 声 表現 力の 向上:外 国 人 学 習者 に あ ま り接 した こ との な い 日本 人 の

聞 き手 に とって も、 よ り分 か りやす い 目本語 音 声 を産 出で き る よ うに なる こ と。

この 到達 目標 を達 成す るため 、r発 音A」 の教 室活 動 で は 、主教 材 に 『コ ミュニ ケ ー

シ ョンの た めの 日本 語 発音 レッス ン』(以 下 、『日本 語 発 音 レッス ン』)を 用 い 、 学習 者

が 身 近 な 話題 につ い て話 す とき使 用 す る語 彙 や 単 文 を 中心 に、 日本 語 の 音 韻 構造 お よ

び 音 声特 徴 を導 入 し、体 系的 な発音 練 習 を行 っ た。

'別 科 に は 日 本 語 レ ベ ル1か ら8ま で の コ ー ス が 設 置 され て お り 、r発 音A」 は 、 レベ ル4,5の 学 習 者 が

入 る 発 音 指 導 ク ラ ス で あ る 。 レベ ル4,5は 概 ね 初 中 級 ・中 級 レベ ル に 相 当 す る 。
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3.「 実 践 研 究(8)」 と 「発音A」 の授 業

毎 週 月曜 日の3限r実 践研 究(8力 で 、教 案担 当者 に よる発 表お よび前 回 の授 業報

告 を全員 で 行 い 、 その 後4限 の 「発 音A」 ク ラスに入 って見 学 と実 習 を行 うとい うの

が 、 基 本 的 な ス ケ ジ ュール で あっ た。 教 案発 表 は翌 週 の授 業 内容 で 、 実習 者 は時 間的

に余裕 を持 っ て実 習 の 準備 を行 い音 声指 導 に臨む こ とがで き た。

また 、授 業 外 の 時 問に院 生が週1回 集 ま る時 問 を設 けた。 そ こで教 案担 当者 は 、『日

本語 発 音 レ ッス ン』 の応用 練 習部 分 にっ い て作 成 した教案 を配 布 し、み ん な の 前 で模

擬授 業 を行 い 、 そ れ を もとに院 生全 員 で指 導方 法 、補 助 教材 、時 間配 分 な どに つ いて

検討 、確 認 した 。 指導 上 の留 意点 にっ い て は 『日本 語 発音 レ ッス ン教 師 用 指 導書 』 を

参考 に した。

2004年 度春 学 期 の 「実践研 究(8)」 にっい て は、10名 の院生 が受 講 し、 「発音AJ

の授 業 に参 加 した。 「発 音A」 の学習 者 は15名 、母語 は韓 国語(4)、 英 語(3)、 中国

語(2)、 ドイ ツ語(2)、 ス ウェー デ ン語(1)、 ベ トナ ム語(1)、 タイ 語(1)、 中国 語

英 語 の バ イ リンガ ル(1)で あっ た。 一 方 、実 習 を担 当 した院 生 の国 籍 は 、 日本(6)、

韓 国(3)、 タイ(1)で 、1組 を除 いて 日本 語 母語 話者 と非母 語話 者 のペ ア で母 語 別 グ

ル ー プ に入 り、発 音 指導 を行 った。

4.「 発 音Ajの 授 業 形式 と授 業 内容

4-1,授 業形 式

院 生 は 、担 当教員 に よ る全体授 業 を約50～60分 見学 した後 、母 語別 グル ー プ(院 生

2名 と学 習者2,3名)に 分かれ 、『日本 語発 音 レッス ン』 の応 用練 習 の発 音 指導 を30～

40分 担 当 した 。今 学 期 はr発 音A」 ク ラスに 院生 が12週 参加 した。

母 語 別 グル ー プ は、 学 習者 の希 望 や 学 習者 の数 に よ り母 語 の違 う者 同士 で構 成 され

る こ ともあ っ た が、 基本 的に は母 語 別 に構 成す るよ うに した 。 ま た、 ラポ ール 形成 を

重 視 し、 コー ス を通 して母語別 グル ー プの構 成 員(院 生 と学 習者)を 固定 した。

母 語別 グル ー プ に入 った院 生2名 は 、1週 ご とに実習 者 ・見 学者 の役 割 を交替 し、基

本 的 に は 実習 者 が 教 室 活動 を進 め 、発 音 指 導 を行 った。 また 、学 習 者 は 毎 週宿 題 と し

て そ の 課の タス ク を録音 した テー プ を提 出す る こ とにな って お り、院 生 が2、3日 中に

そ の発 音 につ い て コ メン ト表 を作 成 し、学 習者 に フィー ドバ ック を行 った。

4-2.授 業 内容

『日本 語発 音 レ ッス ン』は 週1回1コ マ(90分)で1課 ず つ(4課 のみ2週 か け て)

進 んだ。 表1に 各 課 の テーマ 、主 な 音 声項 目、宿題 につ いて 紹介 す る が、 紙 面 の都 合

上す べ て の授 業 内容 を示す もの で は な い。
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表1課 の テ ー マ 、 主 な 音 声 項 目 、 宿 題

課 の テ ー マ 主な音声項 目 宿題(録 音)

第1課 日本語の音 五十音 、外来音 、特殊拍 五十音 図、外来音

第2課 日本語の リズム 国 名 、 地 名 、 電 話 番 号 、 曜 日 の リ ズ ム 国 名 ・地 潜

第3課 俳 句 ・川 柳 拍感覚 川柳

第4課 話 しことばの発音 縮 約 形 、 無 声 化 、 促 音 化 、 融 合 ロ ー ル プ レ イ 会 話

第5課 名詞のアクセン ト 名詞のア クセン ト、複 合名 詞 複合名詞

第6課 い形容詞のアクセ ン ト い形容詞のアクセン ト、活用形 名詞修飾句

第7課 動詞のアクセン ト 動詞のアクセン ト、複 合動詞、活用形 複合動詞

第8課 オ ノ マ トペ 清 濁.ア ク セ ン ト ロ ー ル プ レ イ 会 語

第9課 イ ン トネ ー シ ョ ン 表 現 意 図 と イ ン トネ ー シ ョ ン 会話

第10課 心に残 る 自己紹介 文 構 造 と 発 音 、 ポ ー ズ 、 イ ン トネ ー シ ョ ン 自己紹介文

第11課 気持ちを伝 える話 し方 ポ ー ズ 、 強 調 、 フ ォ ー カ ス

5.母 語 別 グル ー プの 構成

私 た ちが担 当 した母 語別 グル ー プ の学習 者 は 、韓 国 語母 語 話者2名 で あ る(表2参

照)。 院生 は韓 国語 母 語話 者 と 日本 語 母 語 話者 の組 み合 わせ で 、両 者 が協 力 して 発 音 指

導 す る こ とで 学 習者 の誤 用 や その 原 因 が い っそ う明確 とな り、学 習者 へ の よ り効 果 的

な フ ィー ドバ ッ クにっ なが っ た と考 える。

表2学 習者に関する情報

名前(イ ニシャル) 出身地 性別 ・年齢 日本語の レベル 学習塵

K 韓国 ・プ サ ン周辺 有アクセント方言話者 男30才 中級 不明

L 韓 国 ・ソウル 周辺 無アクセント方言話者 女20才 中級 6ケ 月

6.誤 用 分析 と考 察

6-1.単 音 レベ ル の 問題 点

韓 国 人母語 話者 の単 音 レベル の 問題 点 と して は 、清 音 ・濁 音 、rつ 」、ざ行音 、特 殊 拍 、

外 来 語 の発 音 な どが先 行研 究 で も指 摘 され てい るが 、学 習 者K、Lに もそ う した音 声 上

の特 徴 が多 く見 られ た。 ここで は、誤 用分析 の一 部 を紹 介 す る(表3～8)。 誤用 分 析 に

加 え 、課 ご との授業 報告 書、見学 シー ト、お よ び教室 活 動 中の観 察 な どもあ わせ て6-2

で学 習 者 の発 音 上 の問 題 点 と指 導 方法 に つ い て考 察 を述 べ る こ とにす る。 なお 、方 言

の異 な る韓 国人 学習 者 の誤 用 の傾 向や 特 徴 を 分か りや す く示 す た め、誤 用 例 の 表 は 学

習 者K、Lを 分 け て表 記 す る。
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表3長 音.「一』に関す る誤用(学 習者K)

学 習 者の発音 正 しい発音 誤 用の分析

1 シ 、耳、チ ュ ー シ ョ ー チ ュ ー(焼 百D 長音の脱 落

2 イくベ キ ュ ー バ ー ベ キ ュ ー 長音の脱落

3
q一ハ ー フ;イ1 9一

ノ、一 ア イ ー 長音 の脱落

4
=ビル
『

ピ ー ル 長音 の脱落

5 ジゑ'ス
』 ジ ュ ー ス 長音の脱落

6 ど颪び ど よ 一 び(土 曜 日) 長音の脱落

7 1じゆ よ う じ ゅ一 よ う(重 要) 長音 の脱落

8 おいレです お い し一です 長音 の脱落

9 じ ょ し こ
,せ 一 じ ょ し こ 一 せ 一(女 子 高 生) 長音 の脱落

10 け乖 い け一たい(携 帯) 長 音の脱落

11 きてぎて き 一 て き 一 て(聞 い て 聞 い て) 長音の脱落

12 れ んき ゆi れ ん き ゅ 一(連 休) 長音の脱落

13 ご.レよ一かい ご し ょ 一 か い 〔ご紹 介) 長音の脱落

14 ど,ぞ ど 一 ぞ 長音の脱落

15 みず星 は みずは(水 は) 長 音の挿入

16 一三に ほ ん 二街 一 ん にほん じん(日 本人) 長 音の挿入

17 が執 つこ う が っ こ う(学 校) 長音の挿入

18 ≧rζ 邑 こ 一 こ 一(高 校) 長音の長 さが不十分

19 値段 をきづ て 値 段 を き 一 て(聞 い て 〉 長音→促音

表4長 音 「一』に関する誤用 〔学習者L〕

1 漸 葺チ ュ シ ョ ー チ ュ ー(焼 酎) 長 音の脱落

2 ザル ビ ー ノレ 長音 の脱落

3 たんじ よ1び た ん じ ょ 一 び(誕 生 日) 長音 の脱落

4 デパ ト
FI

デ パ ー ト 長音 の脱落

5 い こiか
r』

い こ 一 か(行 こ うか) 長音 の脱落

6 も ゆ,しん ち ゅ 一 しん(中 心) 長音 の脱落

7 こ 二 う こ 一 こ 一(高 校) 長 音の脱落

8 き よ1み き ょ 一 み(翼 味) 長音 の脱落

表5促 音 『っ』に関する誤用(学 習者K)

1 して る? し っ て る?(知 っ て る) 促 音 の 脱 落 、 イ ン トネ ー シ ョ ン

2 いて も い っ て も(行 っ て も) 促音の脱落

3 注文 し』グ とく 注文 しとく 促 音の挿入
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表6促 音 『っ』 に関す る誤用(学 習者L)

1 が とけば か っ と け ば(買 っ と け ぱ) 促音の脱落

2 れんぞ くだ目た れんぞ くだった(連 続だった) 促 音の脱落

3 ぎかけ き っ か け 促 音の脱落

表7搬 音 「ん 』に関す る誤用(学 習者L)

1 で辰わぱんご う でんわばん ごう(電 話番号) 撞 音の長 さが不十分

2 ξ目.刃にちは 二んにちは 椴音の長 さが不十分

3 か りてずで る か りてすんで る(借 りて住んでる) 撰 音 の 脱 落 、 ア ク セ ン ト

表8ざ 行音 、 ら行音、「つ』 に関す る誤用(学 習者K)

1 Pえ ん しえん ぜんぜん ゼ → ジ ェ

2 プ レ菅塊ン ト プ レゼ ン ト ゼ → ジ ェ

3 む じ ゆ1か し い㌧
むずかしい(難 しい) ズ→ ジュ(母 音の影響)

4 なに1た な りた(成 田) リ→ 二

5 た い く ち・ゆ たいくつ(退 屈) ツ → チ ュ

表9ざ 行 音 、 ら 行 音 、 「つ 』 に 関 す る 誤 用(学 習 者L)

1 むじゆか しい むずか しい(難 しい} ズ→ ジュ(母 音の影響)

2 しんρ. しんろ(進 路) ロ → ノ(リ エ ゾ ン)

3
r一一

に ゆ が くせ 一 り ゅ 一 が く せ 一(留 学 生) リ ュ → ニ ュ 、 長 音 の 脱 落

4 ち,軍く りま した つ く り ま し た(作 り ま し た} ツ → チ ュ

6-2.単 音 レベ ル につ い ての考 察

学習 者K、Lの 発 音 を聞いて い て 、不 自然 だ と感 じた原 因 の ひ とつ に特 殊 拍 の 問題 が

あっ た。 特殊 拍 の習 得 は母語 に関 わ らず 困難 であ る(戸 田2003)。 第1の ポ イ ン トは 、

特 殊拍 も1拍 で あ り、他 の拍 と同 じ く らい 時 間を か けて 発音 す る とい うこ とで あ る・

学 習者K、Lは 拍 の知 覚 におい て 、 韓 国語 の影 響 を受 けて い る と考 え られ る。 例 えば 、

外 来 語 の発 音 で は、 日本語 の 「バ ーベ キ ュー(5拍)」 「パ ー テ ィ ー(4拍 力 「ジ ュー ス

(3拍)」 を、韓 国語 では それ ぞれ 「叫 司昇(3拍)」 「叫司(2拍)」 「誇 ム(2拍)』 と発

音 す る。 両 言 語 には音 の 似て い る外 来 語 が多 く存 在す るが 、韓 国 語 は 日本 語 よ り韓 国

語の ほ うが拍 数 が少 ない とい う傾 向 が あ る。学 習者K、Lの 外 来 語 の発 音 も長 音 が脱 落

す る傾 向が あ り(表3,4参 照)、 日本 語 の拍感 覚 がつ か み に くい とい うこ とが わ か る・

従 来 の 練 習方 法 として は、 ミニマ ル ペ ア を使 っ た聞 き分 け練習 が 広 く行 われ てい る

が 、「発 音Aノ ク ラスでは 、外 国 の地 名 の発 音 練習(第2課)や 、川 柳 を作 りな が らの

モー ラ ・カ ウンテ ィ ン グ(第3課)を 通 して 日本 語 の リズム 練習 を行 っ た。 学習 者K

は 、学 習 に積 極 的 で理解 能力 の 高 い学 習 者 で は あっ たが 、川 柳 をつ く る際、 「な ごや 」
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とrき ょ うと」 が 同 じ3拍 で あ る こと を感 覚 的 にっ か む こ とは難 しい よ うだ った。 ま

た 、4課 以降 も学 習者K、Lの 特殊 拍 の発 音 に 関す る問題 は残 ってお り、 なか で も、促

音 、機音 に比 べ 、長音 に関す る誤 りが多 か った(表3,4参 照).韓 国語 母 語 話者 に とっ

て 、「若 い 世代 で は この別が 失 われ てい るた め、多 くの学 習者 に とって長 短 の別 は 困難

で あ る(松 崎1999)」 こ とか ら考 えて も、1、2回 の 指 導 で、学習 者 の発 音 が急 に変 化

す る こ とは な い と言 って よいだ ろ う。 た だ し、学 習者Lは 、第10課 「心に残 る 自 己紹

介 』の応 用練 習 のな か で 「き ょみ 』 と発 音 す る(表4-8)揚 合 と 「き ょ一み1と 自然 に

発 音す る場合 が 見 られ た。 これ は 今 の段 階 で は完全 で は ない が 、長音 の 習得 段 階 が進

ん で い る もの と考 え られ る。

第10課 で は 、学 習者K、Lの 発 音 を録 音 し、す ぐに聞か せ て 、学習者 同士 で 評価 し

て も らっ た。 学 習者Lが 「決 定に おい て も」 とい うひ とま とま りの言葉 を 「けっ て い

● にお い て も1の よ うに、途 中で ポー ズ を入 れ て読 ん だ こ とに対 して 、学 習 者Kが コ

メ ン トをす る場 面 が 見 られ た。 学 習者 の 発音 に対 して 的確 な指導 をす る こ とも必要 だ

が 、到 達 目標 のひ とっ で ある学習 者 の 自 己モ ニター 能 力 を育成 す るた めに は 、学習 者

同 士の発 音 に注 目 させ る機 会 をつ くる こ とも重 要で あ る と考 え る。

ざ行 の発 音 、 ら行 、rっ 」 の発 音 の誤用(表8,9参 照)に つい て は、外 国人 学 習者 に

あ ま り接 した こ との ない 日本 人の 聞 き手 に と って、 子 ど もっぽ い印象 を与 え る要因 の

ひ とっ に な る と考 え られ る。「難 しい 」がrむ じゅか しい」と聞 こ える よ うな例 で あ る。

ざ行 、 ら行 、rつ 』 の 発音上 の問題 につ いて は 、学習 者K、Lと もに意識 化 して お り、

そ のっ どモデ ル 発音 を聞 かせ何 度 か模倣 させ たが、 コー ス修 了時 まで 大 き な改 善 は見

られ な か っ た。 先行 研 究 でも言わ れて い るよ うに、 模倣 の繰 り返 しは効 果 の 現れ に く

い練 習 方 法で あっ た。 指 導す る側 は、学 習 者 の 問題 点 を的 確 に把握 し、[s]と[z]を

対 比 させ た練 習 を行 うな ど、 効果 的 な発 音練 習 を取 り入れ るよ う心が け るべ きで あ ろ

う。

短 い期 間 で はあ っ た が 、韓 国語 母語 話者 の ため の音 声指 導 を通 して 母語 別 グルー プ

指 導 の有 効性 を確認 す る ことがで きた 。 実際 の授業 にお け る具 体的 な指 導方 法 や教 材

作 成 につ い て は、今 後 の 課題 と して取 り組 み たい。

6-3.プ ロ ソデ ィ(韻 律)の 問 題点

プ ロ ソデ ィ とは 、 発話 にお け るア クセ ン ト、 イ ン トネー シ ョン 、音 の 大 き さや 時 問

長 、発 話 リズ ムや ポ ー ズ な どを総称 して プ ロ ソデ ィ と呼ぶ が、 こ こで は ア クセ ン トと

イ ン トネ ー シ ョンの み対 象 とす る。 これ らの 韻 律的 特 徴 は発 話 の相 互 交 渉 で 、話 者 の

意 志伝 達 を効 率 的 に行 っ た り重 要 な 手 がか りを 提供 す るな ど、 ダ イナ ミック な役 割 を

果 たす こ とに意 義 が あ る と思 われ る。次 は、 学 習者KとLの プ ロ ソデ ィに現 れ た誤 用

で あ る。
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〈ア'ク1センr"ド1>

●Kの ア クセ ン ト

平板 式 を起 伏 式 に発 音す るか 、外 来 語 の 場合 母 語 の まま発 音 す る傾 向が あ っ た。

平 板式 は 、意 識 しす ぎてrあ まい 一」の よ うに語 尾 を 伸 ば して しま う場 合 もあ っ た。

一Kは プ サ ン周 辺 の 方 言話 者(有 ア クセ ン ト方 言 話者)で あ るた め、 平板 型 よ り起

伏 式 の ほ うが感 覚 がつか みや す い と判 断 され る。

表10学 習者Kの アクセン ト

正 しい発 音 Kの 発音

名詞
∫ 翌

魂 亜
巫 亜

動詞 亜 亜
f 亜
壷 f

形容詞 や さしか った や さ か っ た 一

魎 皿
オ ノ マ トペ 魎 軽

●Lの ア クセ ン ト

ー 学習 者Lは ソ ウル 周 辺 の方言 話 者(無 ア クセ ン ト方 言話 者)で ある た め、 起 伏 式

特 に 中高 型 の ア クセ ン トに誤用 が多 か った 。 そ れか ら、 学 習者Lは 高 低 の差 をお い

て 発音 した はず だ が 、なか なか 高低 の 差 が感 じられ なか っ た。

表11学 習者Lの アクセン ト

正 しい発音 Lの 発 音

名詞 施 弛
癖 唖
亘 そ う じ
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5 塾
ヨ んき 亜
戸 死
≦Fい マ恥 い

動詞

"女 竜

くイーン トネ}シ 日,ン》

前 課 ま で3回 に渡 ってア クセ ン トを勉 強 した が 、 まだ ア クセ ン トが完 全 に 定着 して

い な い ふ た りに は、 イ ン トネ ー シ ョン にお い て基 本 的 な単 語 レベ ル の ア クセ ン トが守

られ な い誤 用 が 多か っ た。

表m学 習者KとLの イントネーションの誤用

Kま た はLの 発音お よぴ誤用分析

》 》
(相 づ ち) (K・L)表 現 意 図 の 区 別 の 手 が か り と し て イ ン トネ ー シ ョ ン を 使 っ て い な い よ う

で 、 む し ろ プ ロ ミ ネ ン ス や 非 言 語 コ ー ド (表 情 など〉で意味分 けをす る。

お い ぎ 『 す か 耳一廊 〆
お そ ぎ で 顧 ・ (K)起 伏式 の母語の影響が現れ る, (L)「 お 」 の 次 に ポ ー ズ を 入 れ て し ま っ

た し 、 全 然 全 体 の イ ン トネ ー シ ョ ン 感 覚

を っ か ま っ て い な い 。

飽 愚
(た め ら い) (L)イ ン トネ ー シ ョ ン は 変 わ っ て も 、 「そ う 」 の ア ク セ ン トは 変 わ ら な い の が

規 則 だ が 、rそ う」 に 変 わ っ て し ま う 。

》 》
(K)「 か 」 で 上 げ る 傾 向 が 強 い

です 」

(Llは 疑 問文で非上昇 調になる こと

(文 末語尾 「か」に対する過剰般 化)。 と 、 伸 ば し 下 げ の イ ン トネ ー シ ョ ン

舜 麺
(L)ア ク セ ン トが 保 た れ て い な い た め 、 句 全 体 の イ ン トネ ー シ ョ ン が 不 自 然

一106一



日本語教育実践研究 創刊号

よ た です ・っ た で ーね

:(L)単 語 の ア ク セ ン トが 保 た れ て い な い 十 句 末 の 伸 ば し 上 げ イ ン トネ ー シ ョ ン

' 冨一
(L)句 末 の 伸 ば し上 げ イ ン トネ ー シ ョ ン(尻 上 が リイ ン トネ ー シ ョ ン)

一磯
(申 します)

_と!㌔ うします

(L)句 末 の 上 げ イ ン トネ ー シ ョ ン(尻 上 が りイ ン トネ ー シ ョ ン)

・b ホ〆 、(L環 問文で句末上昇が垂直的

6-4、 プ ロ ソデ イにつ い ての 考察

韓 国 語母 語 話 者 の 中 で も ソ ウル 方 言 の よ うな 、 無 ア クセ ン ト方 言話 者 は、 ア クセ ン

トその ものの 知覚 が 難 し く、母 語の 音 律 が干 渉 しや す い と言 われ るが 、実 際KもLも

聞 くには あま り差 は見 られ なか った 。 しか し、Lは 高低 ま た は低 高 のっ も りで発 音 して

も、そ の 再生 にお いて 、 聞き 手 には 音 の 差 がな か な か感 じ られ な か った 。 誤 用 の原 因

を母 語 の影 響 か ら探 る こ とに は限 界 が あ るわ け で 、 学習 者 の発 音 上 の 誤 りを すべ て 母

語 干 渉 と見 なす の は無理 であ ろ う。 全体 的 に見 る と、無 ア クセ ン ト方 言 話者 で あ るL

はr頭 高 型HLL」 にな りがちで 、有 ア クセ ン ト方言 話者 で あるKはr中 高 型LHL』 に な

りが ちで あ っ た。 そ れ か ら、句 末 に 現れ る伸 ば し上 げイ ン トネ ー シ ョン(尻 上がリィン

トネーション)も 学 習 者 しの発 音 に数 多 く見 られ 、 ソ ウル 方 言 話者 の特 徴 として考 え ら

れ る。

7.お わ りに

このr実 践 研 究一 発 音 指導 」 は、 学 習者 の二 一 ズ も とて も高 か った し、 院 生 の 二人

で 協力 し合 い な が ら1課 ず つ ク リア して きた とい うこ と もあっ て 、教 案 や 教 具 の 準備

は大変 だっ た が とて も楽 しい 時 間だ った 。 ただ 、 最 初 か らの不 安 に思 っ た のは 、1学

期 とはい え、12回 の授 業 を通 して どれ ぐらい学 習 者 は上 達 で き るのか で あっ た。 それ

で 、rど う して も 目に見 える成 果 を 出 した い 、で き るだ けた くさん の項 目 を伝 えて あ げ

た い」 気 持 ちで欲 張 った りも して、 最 初 は教 え る側 とい う意 識 が 強か った 。 しか し、

だ ん だ ん実 践 を してい く中で 、 この ク ラス が終 わ って も学 習 者 が 自律 的 に発 音学 習 を

行 え るよ うに支 援 す る こ とが 私 た ち の役 割 で は ない の か とい う内 面か らの 変 化 が あ り、

そ の あ とは で き るだ け学 習者 に規 則 な どを気づ い て も ら う形 の 練 習 を重 点 的 に行 っ た。

す べ て の 実践 が終 わ っ たあ と、学 習者 の 二人 に フォ ロー ア ップ イ ン タ ビュー を行 っ
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た。 ふ た りは 、授 業 中 の個人 指 導 を通 して 、 日本 語 の音 韻 規 則 を 覚 え る こ ともで きた

し、直 して も らっ た り し、正 しい発 音 が で き る よ うに な っ た こ とは とて も大 きな 変 化

で あ る と言 って い た。 しか し、 そ れ よ り もっ と大事 な の は 、今 ま で は全 然意 識 しな か

った 周 りの発 音 に注 意 を しなが ら聞 くよ うにな った こ と、 自分 で何 回 も何回 も繰 り返

しな が ら発音 が正 しいか ど うか 「自己モ ニ ター」 し、 自分 の聴覚 的 判 断 に よ り自己修

正 す る ことが 可能 に な った こ とな ど意 識 の変 化 をい ち ばん の成 果 と して挙 げ ていた 。

今 度 の 実践 は 、音 声 の教育 項 目を ど うい うふ うに教 え るか の実 践 で あった が 、個 人

的 に は 、 学習 者 の誤 用 に対 して ど う対処 した ら良い の か、 教 師 は どの よ うな 支援 がで

き るの か 、学 習 者 の 自己モ ニ タ ー を促 す 活動 と して ど うい うこ とを教 育 に導入 ・応 用

で き る か を考 え る よ うに なっ た と思 う。 こ うい った反省 を活 か し、 これ か ら も学 習 者

中 心 の 日本語 音 声教 育 にカ を入れ て い きた い。

(キ ムヘ ミ 修 士課 程1年 ・ムカ サ エ ミコ 修 士諜 程1年)
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